
唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説

1
－
「
取
鷹
俗
母
線
」
「
役
行
者
悲
母
事
」
「
桃
華
因
縁
」
　
－

山
　
　
本
　
　
秀
　
　
人

宇

　

都

　

宮

　

啓

　

吾



唐
招
提
寺
に
は
、
中
世
書
写
の
、
片
仮
名
交
り
文
で
書
か
れ
た
説
話
「
取
鷹
俗
母
線
」
（
一
二
三
号
）
、
「
役
行
者
悲
母
事
」
（
一
三
三
号
）
、
「
桃

華
因
縁
」
（
三
一
六
号
）
の
各
一
帖
が
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
唐
招
提
寺
の
森
本
孝
順
前
長
老
が
蒐
集
さ
れ
た
聖
教
の
中
の
一
部
で

あ
り
、
『
唐
招
提
寺
古
経
選
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
昭
和
五
十
年
九
月
）
に
解
題
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
番
号
は
こ
れ
に
よ
る
）
。
「
取
鷹
俗
母
線
」

は
鎌
倉
中
期
頃
、
他
の
二
点
は
室
町
初
期
頃
の
書
写
と
見
ら
れ
る
（
「
役
行
者
悲
母
事
」
は
残
簡
）
。
い
ず
れ
も
縦
一
〇
～
一
五
セ
ン
チ
程
度
の

小
型
サ
イ
ズ
で
あ
る
点
、
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
僧
侶
が
唱
導
に
用
い
る
た
め
の
誓
喩
因
縁
語
の
手
控
え
と
し
て
、
携
帯
に
適
す
る

よ
う
小
型
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
唱
導
の
場
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
点
と
も
、
国
文
学
史
、
仏
教
史

の
貴
重
な
資
料
と
な
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
国
語
史
資
料
と
し
て
も
、
鎌
倉
時
代
の
言
語
、
及
び
そ
れ
に
繋
が
る
室
町
時
代
初
頭
期
の
言

語
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
一
部
の
研
究
者
に
は
注
目
さ
れ
て
来
た
が
、
こ
こ
に
広
く
学
界
に
資
す
る
た
め
に
、
全
文
の
影
印
・

翻
刻
を
掲
げ
て
紹
介
す
る
。

影
印
、
翻
刻
、
解
説
の
掲
載
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
凡
例
の
如
く
で
あ
る
。

凡
　
　
例

一
、
「
取
鷹
俗
母
線
」
「
役
行
者
悲
母
事
」
「
桃
華
因
縁
」
の
順
に
、
各
資
料
毎
に
、
影
印
、
翻
刻
、
解
説
を
掲
げ
る
。

二
、
「
桃
華
因
縁
」
は
錯
簡
と
な
っ
て
い
る
が
、
影
印
は
現
状
の
順
序
の
ま
ま
に
掲
げ
、
翻
刻
で
は
本
来
の
順
序
に
正
し
て
掲
げ
る
。
そ
の

際
、
影
印
、
翻
刻
と
も
、
本
来
の
丁
数
を
無
印
に
て
示
し
、
現
状
の
丁
数
は
（
　
）
に
括
っ
て
示
す
。

三
、
翻
刻
の
方
法
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
と
す
る
。

ヽ

1

、

－

′

！

m
「
シ
テ
」
の
合
字
（
各
解
説
の
仮
名
字
体
表
参
照
）
は
、
シ
テ
と
表
記
す
る
。

佃
破
損
の
甚
し
い
文
字
等
は
、
残
画
や
文
意
等
に
よ
っ
て
推
定
し
た
も
の
を
口
に
囲
ん
で
示
し
、
推
定
不
能
ま
た
は
存
否
不
分
明
の
文

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

字
等
は
空
白
の
口
で
表
す
。

畑
塗
抹
に
よ
っ
て
抹
消
さ
れ
た
文
字
等
は
、
類
で
表
す
。

初
適
宜
＊
を
附
し
て
脚
注
を
施
す
。

㈲
料
紙
の
貼
り
合
せ
部
分
に
記
入
さ
れ
た
紙
数
、
及
び
そ
の
類
と
思
し
い
書
入
れ
は
翻
刻
の
対
象
と
し
な
い
。

四
、
「
取
鷹
俗
母
線
」
「
役
行
者
悲
母
事
」
の
翻
刻
、
解
説
は
宇
都
宮
、
「
桃
華
因
縁
」
の
そ
れ
は
山
本
が
担
当
し
た
。

二
七
四

〔
附
記
〕
こ
の
度
の
原
本
閲
覧
、
撮
影
、
公
刊
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
置
園
長
老
現
下
を
始
め
、
唐
招
提
寺
御
当
局
各
位
に
は
格
別
の
高
配
を

賜
っ
た
。
ま
た
、
花
野
憲
道
師
に
は
、
閲
覧
、
撮
影
に
際
し
て
御
教
示
、
御
助
力
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
上
げ
る
。



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

八
巻

取
鷹
俗
母
線

（
花
押
）

＊
　
「
日
」
は
上
下
逆

オ
1
1

2345

ウ
1
1

20
J

45

日
本
法
花
験
記
下
云
カ
リ
ス
ナ
ト
リ
ヲ

陸
奥
図
二
一
人
俗
候
ヒ
キ
猿
浦

、

1

－

ノ

島
シ
テ
宗
ト
ー
鷹
ヲ
取
ヲ
モ
テ
業
ト
セ
リ
身
ノ
上
ノ

衣
裳
ト
云
モ
鷹
ヲ
按
ア
キ
ナ
ン
テ
儲
之
】

口
中
ノ
食
物
モ
鷹
殺
テ
化
易
［
〓
］

総
テ
妻
子
脊
層
ヲ
カ
ヘ
リ
ミ
候
事
モ

偏
二
鷹
取
テ
○
然
間
如
例
取

園
ヲ
回
幽
ケ
レ
ハ
鷹
モ
賢
キ
鳥
候
レ
ハ

国
々
囲
ル
所
ニ
ハ
巣
ヲ
不
準
造
ニ

＊

山
我
々
タ
ル
石
ハ
ヲ
ノ
中
二
飛
至
ヲ
巣
造
リ

＊
　
「
テ
」
　
の
誤
写



オ
l

り
ー

2345

ウ
l

、
リ
一

2345

オ
1
4
J

2345

其
ノ
時
二
鷹
取
男
走
求
ル
ニ
多
目
力

間
夕
尋
テ
巣
ノ
在
虞
ヲ
見
候
ケ
レ
ハ

凡
以
ノ
外
ロ
ア
シ
キ
石
巌
ノ
洞
ラ
ノ

大

海

ナ

リ

　

　

＊

臨
メ
ハ
下
ヲ
一
帯
水
浩
々
夕
○
上
ヲ
見
レ
ハ

虚
空
ナ
リ
白
雲
沙
々
タ
リ
其
岸
ノ
中
ノ
程

少
シ
凹
ナ
ル
所
二
造
テ
巣
ヲ
壷
メ
リ
子
ヲ
一

是
事
ヲ
見
了
テ
鷹
力
取
家
二
蹄
へ
テ

歎
キ
申
様
我
力
身
ハ
年
来
固
間

取
鷹
ヲ
一
与
人
其
慣
直
ヲ
モ
テ
コ
ソ

朝
夕
ォ
送
ク
ル
ハ
カ
リ
事
ト
モ
シ
衣
食
ノ＊

二
事
こ
モ
充
ル
事
二
候
バ
ン
見
四
鷹
ノ
住
所
ヲ
一

人
ノ
可
キ
通
様
モ
不
見
一
何
カ
ス
ヘ
キ
ト

歎
如
是
一
歎
テ
傍
人
ヲ
語
り
申
様

＼

－

・

ノ

一

　

＊

我
何
ニ
モ
シ
テ
鷹
ヲ
子
ヲ
取
ト
思
汝
我
力

囲
工
我
詞
ハ
ニ
一
〇
巌
田
上
岸
二
一
ノ
柑
ヲ

＊
　
「
リ
」
　
の
誤
写

＊
　
「
住
」
の
誤
写

＊
　
「
ノ
」
　
の
誤
写

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説



鎌
ウ
l

り
J

2345

オ
1
4

2345

ウ
1
4

2345

倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

□
立
テ
ム
数
百
余
尋
ノ
縄
ヲ
モ
テ

件
ノ
代
ク
ヒ
ニ
結
ヒ
付
又
縄
ノ
バ
シ
ニ
一
ノ

ア
シ
カ

大
ナ
ル
嵩
繋
テ
我
力
身
ハ
篇
カ
ノ
中
二
入
ム

カ
タ
ミ

汝
チ
縄
ヲ
取
漸
々
ニ
カ
ム
石
へ
下
七
郎
鷹
ノ

子
ヲ
取
テ
筈
二
人
テ
我
力
留
テ
巣
ノ
本
二
候
ハ
ム

先
島
リ
引
キ
拳
ヨ
我
ヲ
ハ
次
二
又
引

上
絵
へ
ト
約
束
シ
了
○
如
約
束
ノ

＊

鳥
ノ
級
ヲ
裏
テ
入
彼
ノ
篇
ニ
】
先
翠
鷹
－

＊

人
引
上
テ
候
ケ
レ
ハ
鷹
ノ
子
ヲ
ハ
他
人
［
〓
∪

領
シ
ツ
鷹
取
ヲ
ハ
カ
ン
石
二
拾
置

＊

　

　

　

固

子

二

即
彼
人
鷹
年
力
家
二
俣
中
間
圏

汝
力
夫
ハ
巌
ヨ
リ
落
テ
巳
死
去
シ
了
○

愁

聞
此
事
了
妻
子
悲
泣
脊
屠
○
歎

鷹
取
ハ
居
巣
ノ
中
一
待
テ
嵩
ノ
釆
ヲ
小

欲
熔
登
ト
ー
巳
不
下
篇
経
二
三
日
ヲ
】

＊
　
「
雛
」
　
の
誤
写

＊
存
否
未
詳

＊
　
「
取
」
　
の
誤
写



オ
1
5

2345

ウ
l

l
D

20
J

45

オ
1
6

2345

即
其
ノ
人
巣
ノ
中
曲
マ
リ
居
少
モ

不
動
身
ヲ
一
若
身
ヲ
モ
ハ
タ
ラ
カ
サ
ハ

可
落
大
海
へ
】
只
待
死
期
－
泣
居
タ
リ

然
モ
是
ノ
男
頃
年
之
間
毎
月
十
八
日

、

1

1

ノ

持
賓
こ
シ
テ
清
衣
ヲ
著
シ
身
ヲ
清
浄
ニ
キ
ヨ
メ

法
花
経
ノ
第
八
ノ
巻
ヲ
讃
詞
奉
ル

＊

身
ニ
テ
候
然
間
此
俗
忽
遇
カ
ル
＼

ヒ

苦
】
苦
二
念
観
音
ヲ
一
更
元
余
念
一

我
年
来
団
間
生
キ
物
ノ
命
ヲ
断
チ

飛
翔
鷹
ヲ
取
其
ノ
罪
ノ
酬
ニ
テ

ロ

　

　

　

　

　

＊

今
此
苦
患
二
日
願
南
天
大
悲
観

世
音
我
身
決
地
獄
へ
落
候
ナ
ラ
ス

欲
殺
生
ノ
罪
ヲ
滅
シ
地
獄
ノ
苦
助
給
へ

拳
音
一
祈
念
シ
候
ケ
レ
ハ

下
ノ
大
海
ヨ
リ
大
ナ
ル
毒
蛇
一
［
〓
∪

＊
　
「
カ
＼
ル
」
　
の
誤
写

＊
　
「
願
」
の
字
形
は
「
預
」
と
も
見
ゆ

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説



鎌

ウ
1
6

2345

オ
1
7

2345

ウ
l

一
・
－

234

オ
1

9
U

倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

出
テ
、
巌
上
二
畢
テ
ロ
ヲ
開
テ
我
ヲ

欲
呑
ト
薩
ケ
ル
時
二
且
モ
命
ヲ
助
ラ
国
ト

ツ

キ

　

　

　

　

　

ナ

ニ

ト

思
テ
技
テ
刀
ヲ
ー
築
立
ッ
蛇
ノ
頭
何

元
牢
ア
ハ
田
走
テ
鷹
取
郎
チ

蛇
ノ
セ
ナ
カ
ニ
乗
り
候
ケ
リ
　
其
後

）

岸
ノ
上
二
指
撃
ッ
見
ハ
蛇
ハ
即
忽
然
ト
シ
テ

障
ヌ
其
ノ
時
思
様
我
年
来
観
音
ヲ

奉
念
故
観
世
音
苺
大
毒
蛇
ノ

身
ト
反
テ
我
ヲ
助
ケ
給
ケ
リ
ト

ロ
シ
ツ
一
心
礼
敬
シ
未
曾
有
也
ト
園
∪

即
我
家
二
行
テ
見
候
ケ
レ
ハ
門
二

物
忌
ノ
札
ヲ
立
家
ニ
シ
メ
ナ
ウ
テ
引
ハ

己
夫
二
後
レ
テ
七
日
二
成
也
ト
云
＼

閉
門
－
売
人
モ
一
目
開
テ
戸
ソ
ヲ
入
り
居
テ
得
ケ
レ
ハ

妻
子
脊
層
モ
不
思
儀
也
ト
云
喜
ノ



2345

ウ
1
8

2345

オ
1
0
，

23

涙
ヲ
流
ス
在
地
近
隣
ノ
人
モ
不
可
思
議

ア
ヤ
シ
ム

也
ト
奇
　
即
十
八
日
二
宮
候
ケ
ル
日
如
ク

例
ノ
沐
浴
ケ
ツ
サ
イ
シ
テ
第
八
ノ
巻
ヲ

園
讃
シ
薩
ケ
レ
ハ
開
テ
箱
一
見
二
経
ヲ
一

経
ノ
軸
二
立
タ
リ
一
ノ
刀
ナ
一
能
、
見
ハ

ツ
キ

我
力
蛇
ノ
頭
二
築
立
タ
リ
シ
刀
也

愛
以
法
花
経
ノ
第
八
ノ
巻
反
蛇
ノ
身
ト
一

乗
救
我
給
ケ
リ
ト
云
事
ヲ
弥
信
心
ヲ
起

費
道
心
ヲ
一
出
家
入
道
シ
テ
受
持

法
花
脛
ヲ
二
水
断
シ
バ
テ
＼
寧
心
四

臨
終
正
念
ナ
リ
ケ
リ
ト
コ
ソ
ハ
注
置

候
　
以
之
思
之
候
こ

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

「
取
鷹
俗
母
線
」
解
説

宇
都
宮
啓
吾

一
、
書
誌
的
事
項

本
資
料
は
唐
招
提
寺
に
於
い
て
古
経
番
号
「
一
二
三
」
と
し
て
蔵
さ
れ
る
片
仮
名
文
資
料
一
帖
で
あ
る
。

外
題
に
「
取
鷹
俗
母
線
」
と
墨
書
の
う
ち
つ
け
書
き
が
さ
れ
て
い
る
が
、
「
俗
母
」
に
関
す
る
は
文
中
に
出
て
お
ら
ず
こ
の
題
が
ど
の
よ
う

な
理
由
で
付
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
外
題
の
右
傍
に
は
「
八
巻
」
と
あ
り
、
全
八
巻
の
書
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
は
な

く
、
本
書
の
出
典
で
あ
る
「
大
日
本
国
法
華
験
記
」
第
百
十
三
「
奥
州
鷹
取
男
」
に
よ
れ
ば
霊
験
の
所
以
が
「
妙
法
蓮
華
経
」
巻
第
八
の
加

護
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
（
「
明
知
法
華
第
八
。
変
蛇
来
救
我
」
）
、
こ
の
故
を
も
っ
て
「
八
巻
」
と
い
う
傍
書
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
表
紙
・
本
文
の
料
紙
は
共
紙
の
楕
打
紙
で
、
見
返
し
も
共
紙
。
見
返
し
に
は
左
下
に
「
日
」
字
が
上
下
逆
に
書
か
れ
て
い
る
。
本
文

の
書
き
出
し
が
「
日
本
法
花
験
記
下
云
」
で
始
ま
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
天
地
を
違
え
た
書
き
損
じ
の
結
果
「
日
」
字
が
上
下
逆
に
残
っ
て

い
る
も
の
か
と
疑
わ
れ
る
。
装
丁
は
粘
葉
装
。
現
状
は
糊
が
離
れ
た
為
に
上
下
二
箇
所
を
糸
綴
じ
（
但
し
、
下
は
綴
じ
穴
の
み
）
と
な
っ
て
い

る
。
縦
が
1
6
・
5
彗
横
が
1
0
・
4
c
m
で
一
面
5
行
、
一
行
1
5
字
、
墨
付
き
9
丁
の
懐
中
本
と
考
え
ら
れ
る
。

本
文
は
全
体
が
漢
字
片
仮
名
交
り
文
で
、
次
の
例
の
如
く
漢
字
に
訓
の
施
さ
れ
た
箇
所
が
間
々
存
し
、

瑚

川

．

只

．

刊

H

n

川

d

4

＼

－

ノ

・
陸
奥
園
三
人
俗
候
ヒ
キ
猟
捕
　
爵
シ
テ
宗
卜
一
鷹
ヲ
取
ヲ
モ
テ
業
ト
セ
リ
（
接
2
）

．

刊

J

刊

　

　

　

　

　

J

刀

．

一

」

J

り

・
且
モ
命
ヲ
助
ラ
囚
ト
思
テ
抜
テ
刀
ヲ
姦
立
ッ
蛇
ノ
頭
何
　
（
け
2
）

又
、
語
注
も
一
箇
所
存
す
る
。

ヽ
恥
↓
H

・
凡
以
ノ
外
ロ
ア
シ
キ
石
巌
ノ
洞
ラ
ノ
臨
メ
ハ
下
ヲ
喜
水
浩
々
タ
○
（
拍
4
）



先
に
示
し
た
ご
と
く
、
本
書
は
「
大
日
本
国
法
華
験
記
」
第
百
十
三
「
奥
州
鷹
取
男
」
を
出
典
と
す
る
が
、
忠
実
な
訓
読
文
の
ご
と
き
資

料
で
は
な
く
、
独
自
の
改
編
も
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
掲
の
よ
う
に
「
取
鷹
俗
母
線
」
中
に
は
本
文
の
省
略
乃
至
は
話
題
を
転
換
す
る

と
お
ぼ
し
き
箇
所
に
「
O
」
　
（
補
入
符
と
は
別
）
が
付
さ
れ
て
い
る
。

【
「
大
日
本
国
法
華
験
記
」
第
百
十
三
「
奥
州
鷹
取
男
」
】
　
（
岩
波
思
想
大
系
本
）

陸
奥
国
有
一
人
。
姓
名
未
詳
。
田
猟
漁
捕
。
取
鷹
為
業
。
常
取
上
鷹
。
為
活
生
謀
。
雌
鷹
思
念
。
我
常
道
年
。
造
巣
生
卵
成
雛
。
入
来
奪

取
。
子
孫
既
絶
。
誰
復
継
胤
。
今
生
卵
不
令
知
人
。
作
是
年
己
。
尋
求
人
跡
不
通
険
処
。
造
巣
生
卵
。
離
前
々
巣
。
飛
到
峨
峨
石
巌
涯
岸
。

下
臨
大
海
。
青
水
浩
々
。
上
臨
虚
空
。
白
雲
沙
々
。
其
岸
中
央
有
小
凹
所
。
造
巣
生
子
。

【
「
取
鷹
俗
母
線
」
】

カ
リ
ス
ナ
ト
リ
ヲ

接
2
　
陸
奥
図
三
人
俗
候
ヒ
キ
猟
捕

345

ウ
1
1

2345

烏
シ
テ
宗
ト
一
鷹
ヲ
取
ヲ
モ
テ
業
ト
セ
リ
身
ノ
上
ノ

衣
裳
卜
云
モ
鷹
ヲ
彷
ア
キ
ナ
ン
テ
儲
之
一

口
中
ノ
食
モ
鷹
殺
テ
化
易
□

総
テ
妻
子
番
層
ヲ
カ
ヘ
リ
ミ
候
事
モ

偏
二
鷹
取
テ
○
然
間
如
例
取

囲
ヲ
同
幽
ケ
レ
ハ
鷹
モ
賢
キ
烏
候
レ
ハ

国
々
囲
ル
所
ニ
ハ
巣
ヲ
不
準
造
こ

山
我
々
タ
ル
石
ハ
ヲ
ノ
中
二
飛
至
ヲ
巣
造
リ

右
の
比
較
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
書
と
そ
の
出
典
で
あ
る
「
大
日
本
国
法
華
験
記
」
第
百
十
三
「
奥
州
鷹
取
男
」
で
は
内
容
や
話

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説
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九
四

題
の
焦
点
の
あ
て
方
自
体
の
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
文
の
省
略
乃
至
は
話
題
転
換
を
示
す
と
お
ぼ
し
い
「
O
」
は
、

（1）

右
の
例
を
含
め
て
数
例
存
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
符
号
は
次
の
例
の
ご
と
く
、
安
居
院
唱
導
の
書
と
し
て
著
名
な
「
言
泉
集
」
に
も
存
し

て
お
り
、
本
書
と
唱
導
と
の
関
わ
り
の
証
左
か
と
も
窺
わ
れ
る
。

シ

テ

ケ

シ

テ

ス

ヲ

／

レ

カ

ト

　

　

シ

テ

　

　

ス

　

　

　

ヲ

　

シ

ヲ

　

テ

、

ヲ

・
愚
迷
縛
着
計
烏
己
　
有
一
〇
唯
有
恵
者
不
貪
恩
愛
一
党
苦
一
捨
習
一
勤
修
脛
戒
一
（
「
言
泉
集
」
四
帖
之
三
）

次
に
本
資
料
の
書
写
時
期
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
本
資
料
に
於
け
る
言
語
事
象
と
し
て
気
づ
か
れ
る
と
こ
ろ
を
指
摘
す
れ
ば
、
以
下

の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
仮
名
道
の
乱
れ

・
其
価
直
ヲ
モ
テ
コ
ソ
朝
夕
刺
送
ク
ル
（
2
ウ
5
）

右
の
例
の
如
く
、
助
詞
の
「
ヲ
」
を
「
オ
」
と
表
記
し
た
例
が
見
出
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
オ
」
と
「
ヲ
」
の
仮
名
道
の
乱
れ
は
、

平
安
時
代
後
期
頃
か
ら
起
こ
っ
た
と
さ
れ
、
本
書
の
ご
と
き
格
助
詞
「
ヲ
」
の
仮
名
道
の
乱
れ
は
相
原
白
山
出
土
「
康
和
五
年
銘
経

簡
（
旭
些
」
に
も
あ
り
、
こ
の
時
期
以
降
に
多
く
の
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

②
係
結
の
乱
れ

・
我
力
身
ハ
年
来
固
間
取
鷹
ヲ
喜
入
其
慣
直
ヲ
モ
テ
引
朝
夕
ォ
送
ク
ル
ハ
カ
リ
事
ト
モ
シ
衣
食
ノ
二
事
ニ
モ
充
ル
事
候
バ
ン
（
2
ウ
4
）

助
動
詞
「
コ
ソ
」
の
結
び
と
し
て
は
本
来
巳
然
形
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
が
右
の
如
く
助
動
詞
「
ム
（
ン
）
」
の
終
止
形
「
ン
」
で
結
ば

（2）

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
係
括
の
乱
れ
は
院
政
期
頃
か
ら
起
こ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

④
m
n
の
混
同

（巌）

・
汝
チ
縄
ヲ
取
漸
々
二
刺
勾
石
へ
下
セ
（
3
ウ
4
）

（巌）

・
鷹
取
ヲ
ハ
刺
羽
石
二
捨
置
（
4
オ
5
）

「
巌
」
字
は
『
広
韻
』
で
は
「
街
」
韻
字
で
あ
り
、
韻
尾
は
「
m
L
と
な
る
為
、
「
カ
ム
」
と
表
記
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
右
の
例
の



如
く
「
カ
ン
」
と
表
記
さ
れ
た
例
が
存
し
、
m
n
の
混
同
例
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
m
n
の
混
同
は
鎌
倉
時
代
中
期
頃
に
は

（3）

既
に
完
了
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
本
書
の
例
は
鎌
倉
時
代
中
期
頃
の
言
語
事
象
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
促
音
便
・
撥
音
便

・
是
事
ヲ
見
了
テ
鷹
力
取
家
二
矧
l
¶
刊
歎
キ
申
様
（
2
ウ
2
）

右
の
例
は
、
本
来
「
帰
リ
テ
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
促
音
便
化
し
（
ラ
行
音
の
促
音
便
）
、
そ
の
促
音
部
分
が
無
表
記
さ
れ
た
結
果
「
帰

こ
の
よ
う
な
ラ
行
音
の
促
音
便
化
の
例
は
、
院
政
期
書
写
の
「
三
教
指
帰
注
」
に
も
次
の
ご
と
く
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

1

・
三
人
ノ
大
臣
有
テ
此
ヲ
教
シ
カ
ト
モ
不
順
カ
バ
一
（
2
2
オ
1
）

又
、
次
の
例
の
如
く
「
ア
キ
ナ
ヒ
テ
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
「
ア
キ
ナ
ン
テ
」
と
表
記
さ
れ
た
例
が
存
し
、
促
音
便
の
例
と
考
え

ヘ
テ
」
と
表
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（4）

ら
れ
る
。
・
身
ノ
上
ノ
衣
裳
ト
云
モ
鷹
ヲ
複
ア
キ
ナ
ン
テ
儲
之
（
1
オ
4
）

（5）

ハ
行
音
の
促
音
便
の
例
は
、
東
国
語
の
発
音
の
反
映
か
と
も
言
わ
れ
る
例
で
あ
生
、
そ
の
よ
う
な
例
が
本
書
に
存
す
る
こ
と
は
注
目

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
東
国
語
を
反
映
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
院
政
期
書
写
の
「
三
教
指
帰
注
」
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
存

す
る
。

（
失
ヒ
テ
）

件
ノ
王
高
名
ノ
玉
ヲ
ウ
シ
ナ
ン

テ
蘇
秦
ヲ
盗
人
ニ
サ
シ
テ
シ
バ
リ
ウ
チ
ハ
ル
　
（
7
ウ
7
）

こ
れ
ら
の
言
語
事
象
と
後
掲
の
片
仮
名
字
体
表
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
本
資
料
は
鎌
倉
時
代
中
期
頃
の
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

又
、
本
資
料
に
は
次
の
如
く
、
転
写
の
結
果
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
誤
写
も
多
々
存
す
る
為
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
転
写
本
と
考
え
る
こ

と
が
出
来
る
。

（
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
写
二
テ
」
1
「
ヲ
」
〉
造
二
義
々
夕
岩
ハ
ヲ
ノ
中
二
飛
至
列
巣
造
り
（
1
ウ
5
）

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説

二
九
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
写
‥
「
リ
」
1
「
O
」
）
臨
メ
ハ
下
一
ヲ
背
水
浩
々
タ
q
（
2
オ
4
）

（
字
形
の
類
似
に
よ
る
誤
写
‥
「
住
」
1
「
佳
」
）
見
ハ
鷹
ノ
倒
入
所
一
ヲ
人
ノ
可
通
様
不
見
二
3
オ
1
）

【
仮
名
字
体
表
】

ン ワ ‾フ ヤ マ ヽノ ナ タ サ カ ア

ゾ 、フ ヤ ヽ

、

）

！

l

ノ

ナ ／lYノ
サ カ

h
〃

つr

‾丁．
、‥ノ ヰ ‖ノ 、－、 ヒ ニ チ シ キ イ

＝Y ＝
－
JU ニ

tL

L

・し

＼
1
ノ
1

ノ
1
J

レノ ユ ム フ ヌ ツ ス ク ウ

し ム ス ‘一

J

ヽ

l

＼

l

ス 勺
ノ
人
／

Jっ

符畳 ヱ レ メ へ ネ テ セ ケ エ

カ

ハ
1＼
＼

し

、レ

メ 1 ー丁
．
せ ん
1

し
1

ヶ

ヲ ロ ヨ モ ホ ノ ト ソ コ オ

シ

ャ

ヨ モ ーノ

ノ

、卜 ソ つ オ

但
し
、
先
に
示
し
た
言
語
事
象
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
本
資
料
の
親
本
（
乃
至
は
祖
本
）
自
体
も
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
大
き
く
遡
る
こ
と
は

出
来
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



三
、
説
草
資
料
と
し
て
の
性
格

本
資
料
は
、
行
頭
に
「
日
本
法
花
験
記
下
云
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鎮
源
撰
の
「
大
日
本
国
法
華
験
記
」
の
下
巻
「
第
百
十
三
　
奥
州
鷹
取

男
」
を
出
典
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

現
在
、
「
大
日
本
国
法
華
験
記
」
の
写
本
と
し
て
は

高
野
山
宝
寿
院
本
（
仁
平
三
年
書
写
）

真
福
寺
大
須
文
庫
本
（
南
北
朝
期
書
写
）

彰
考
館
文
庫
本
（
室
町
時
代
書
写
）

の
三
種
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

真
福
寺
本
に
つ
い
て
は
そ
の
形
態
が
小
型
本
（
縦
H
7
3
豊
棋
聖
0
誓
横
長
袋
綴
じ
装
）
で
（6）

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
本
来
の
漠
文
体
か
ら
離
れ
た
片
仮
名
文
紺
な
表
記
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
唱
導
と
の
強
い
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
本
資
料
は
真
福
寺
本
よ
り
も
更
に
小
さ
く
、
小
型
の
懐
中
本
と
考
え
ら
れ
、
又
、
文
体
的
に
は
漢
字
片
仮
名
交

り
文
と
し
て
〓
貫
し
て
お
り
、
外
形
的
な
面
か
ら
唱
導
と
の
関
わ
り
、
即
ち
、
説
草
資
料
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
更
に
注
目
す
べ
き
こ

と
は
、
本
資
料
の
構
成
で
あ
る
。
本
書
の
書
き
出
し
部
分
は
「
日
本
法
花
験
記
下
云
」
で
始
ま
り
、
「
大
日
本
国
法
華
験
記
」
の
下
巻
「
第
百

十
三
　
奥
州
鷹
取
男
」
の
内
容
を
示
し
、
終
わ
り
の
部
分
は
「
ト
コ
ソ
ハ
注
置
候
以
之
思
之
候
ニ
」
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
本
資
料
の
構

成
を
次
の
よ
う
な
形
で
示
す
こ
と
が
出
来
る
。

（
書
き
出
し
）
「
日
本
法
花
験
記
下
云
」

（
本
文
）
「
大
日
本
国
法
華
験
記
」
下
巻
「
第
百
十
三
　
奥
州
鷹
取
男
」
の
内
容

（
結
語
）
「
ト
コ
ソ
ハ
翫
堅
キ
）
候
。
批
…
震
輿
撃
サ
ブ
ラ
フ
。
）
」
（
傍
訓
・
句
点
・
返
点
は
稿
者
が
補
っ
た
）

こ
の
結
語
の
う
ち
、
「
ト
コ
ソ
ハ
注
置
候
。
」
の
部
分
は
書
き
出
し
の
「
日
本
法
花
験
記
下
云
」
に
呼
応
す
る
字
句
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
「
以

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
七
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レ
之
思
レ
之
候
二
」
と
い
う
字
句
は
一
見
、
文
章
が
完
結
し
て
お
ら
ず
、
本
文
が
作
成
途
中
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
単
な
る
〝
書

き
さ
し
″
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
説
法
の
手
段
と
し
て
、
「
法
華
経
」
の
功
徳
を
典
拠
（
「
大
日
本
国
法
華
験
記
」
）
に
基
づ
い

て
語
る
誓
喩
因
縁
が
試
み
ら
れ
、
次
い
で
そ
の
事
実
を
踏
ま
え
た
論
議
の
算
題
を
場
に
即
し
た
形
で
即
興
的
に
行
う
と
す
れ
ば
、
結
語
が
一

見
〝
書
き
さ
し
″
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
は
、
「
以
レ
之
思
レ
之
候
こ
」
以
下
が
説
法
の
場
に
於
い
て
は
様
々
な
形
で
語
ら
れ
る
為
に

そ
の
続
き
は
固
定
的
な
も
の
と
は
な
り
え
ず
、
そ
れ
故
に
本
稿
は
こ
の
結
語
で
完
結
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
本
資
料
の
結

語
は
即
興
的
な
新
た
な
説
法
を
導
き
出
す
た
め
の
話
題
転
換
の
語
と
し
て
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
結
語
の

存
在
か
ら
も
本
資
料
が
説
法
の
場
で
用
い
ら
れ
た
説
草
資
料
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
言
語
事
象
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

①
「
候
」
体

（
へ
）

・
鷹
モ
資
キ
島
唄
笥
囲
々
作
ル
所
こ
ハ
巣
ヲ
不
準
（
1
ウ
3
）

・
其
ノ
時
二
鷹
取
男
走
求
ル
ニ
多
目
力
間
夕
尋
テ
巣
ノ
在
虞
ヲ
見
側
ケ
レ
ハ
凡
以
ノ
外
□
石
巌
ノ
洞
ラ
ノ
（
2
オ
2
）

・
然
モ
是
ノ
男
頃
年
之
間
毎
月
十
八
日
持
琴
一
シ
テ
清
衣
著
シ
身
ヲ
清
浄
ニ
キ
ヨ
メ
法
花
繹
ノ
第
八
巻
ヲ
讃
詞
奉
ル
身
こ
テ
噛
（
5
ウ
2
）

②
引
用
形
式
・
是
事
ヲ
見
了
テ
鷹
力
取
家
二
蹄
へ
テ
歎
キ
剰
様
l
「
我
力
身
ハ
年
来
之
間
取
鷹
一
ヲ
与
人
其
償
直
ヲ
モ
テ
コ
ソ
朝
夕
ォ
送
ク
ル
　
（
中
略
）
何
カ
ス

ヘ
キ
」
ト
歎
（
2
ウ
3
）

＼
－
ノ
（
ノ
）

・
如
是
歎
テ
傍
人
ヲ
語
り
嘲
様
l
「
我
何
ニ
モ
シ
テ
鷹
ヲ
子
ヲ
取
ト
思
汝
我
力
随
工
我
詞
ハ
ニ
一
（
中
略
）
次
二
又
引
上
給
へ
」
ト
約
束
シ
了
（
3
オ
5
）

・
即
彼
人
鷹
報
㌢
牽
－
申
剖
捌
「
汝
力
夫
ハ
巌
ヨ
リ
落
テ
巳
死
去
シ
了
」
（
4
ウ
1
）

右
の
例
の
如
く
、
聴
衆
に
対
す
る
直
接
的
な
敬
語
表
現
と
し
て
の
「
候
」
体
の
存
在
や
引
用
形
式
の
「
（
申
）
様
」
の
存
在
は
、
本
資
料
が

説
草
資
料
で
あ
る
こ
と
を
言
語
の
面
か
ら
も
窺
わ
せ
る
。
と
り
わ
け
、
引
用
形
式
の
「
申
様
」
は
、
次
の
例
の
如
く
、
「
今
昔
物
語
集
」
や
「
打



聞
集
」
、
「
法
華
百
座
間
書
抄
」
な
ど
の
説
話
集
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
口
語
的
性
格
を
持
ち
、
片
仮
名
交
。
文
に
関
係
の
深
い

（7）

形
式
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
形
式
で
あ
る
。

・
采
女
共
ノ
申
様
「
太
子
妃
ト
陸
ツ
ビ
給
フ
事
、
未
ダ
不
見
ズ
」
ト
。
（
「
今
昔
物
語
集
」
巻
1
・
3
）

二
義
忠
申
ケ
ル
様
「
此
ノ
資
業
朝
臣
ノ
作
レ
ル
詩
ハ
…
…
他
声
ニ
テ
…
…
其
ノ
饗
応
有
テ
被
入
タ
ル
也
」
ト
。

（
「
今
昔
物
語
集
」
巻
2
4
・
2
9
）

こ
の
形
式
の
存
在
が
本
資
料
の
口
語
的
性
格
、
ひ
い
て
は
、
説
草
資
料
と
し
て
の
性
格
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
も
示
し
た
係
結

の
乱
れ
や
音
便
の
例
な
ど
も
口
語
的
性
格
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。

言
わ
ば
、
本
資
料
は
外
形
的
な
面
の
み
な
ら
ず
、
構
成
、
又
、
言
語
事
象
の
面
か
ら
も
唱
導
的
な
性
格
が
窺
わ
れ
、
本
資
料
を
説
草
資
料

と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

以
上
、
本
資
料
に
関
す
る
若
干
を
述
べ
て
き
た
。

本
資
料
の
嬢
話
に
は
出
典
と
し
て
の
「
大
日
本
国
法
華
験
記
」
巻
下
第
百
十
三
話
の
他
、
左
の
如
く

「
今
昔
物
語
集
」
巻
第
十
六
「
陸
奥
国
鷹
取
男
　
依
観
音
助
存
命
語
第
六
」

「
宇
治
拾
遺
物
語
」
「
観
音
化
蛇
事
　
巻
六
ノ
五
」

金
沢
文
庫
本
「
観
音
利
益
集
」
「
陸
奥
鷹
取
　
依
観
音
経
之
力
遁
難
所
事
」

「
古
本
説
話
集
」
「
観
音
経
蛇
身
に
変
化
し
て
腐
生
を
輔
け
給
ふ
事
　
第
六
十
四
」

な
ど
が
存
し
、
い
ず
れ
も
「
法
華
経
」
の
誓
喩
因
縁
語
と
し
て
の
内
容
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
類
話
関
係
か
ら
見
れ
ば
本
書
は
、

「
今
昔
物
語
集
」
と
内
容
的
に
近
く
、
そ
の
他
の
説
話
集
と
は
内
容
的
に
相
違
が
存
す
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
説
話
資
料
と
し
て
考
え

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

る
場
合
に
も
本
書
は
貴
重
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
は
、
右
の
如
き
観
点
か
ら
の
研
究
も
視
座
に
入
れ
、
更
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
必
要
が
存
す
る
。

三
〇
〇

注
（1）
（2）
（3）
（4）

（5）
（6）
（7）

永
井
義
憲
『
安
居
院
唱
導
集
』
上
巻
（
餌
・
3
　
角
川
書
店
）

小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
学
的
研
究
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
、
餌
・
3
）

注
（
2
）
論
文

小
林
芳
規
「
国
語
資
料
と
し
て
の
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
」
（
『
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
築
島
裕
・
小
林
芳
規

篇
　
㍑
・
8
　
武
蔵
野
書
院
）

注
（
4
）
論
文

千
本
英
史
冒
本
法
花
験
記
　
高
野
山
宝
寿
院
蔵
』
解
説
（
塩
川
書
店
餌
・
4
）

遠
藤
好
英
「
今
昔
物
語
集
の
文
章
の
性
格
と
史
的
位
置
I
A
嘉
の
引
用
の
～
様
形
式
の
考
察
を
中
心
に
－
」
　
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
4
0
　
鋤
・
6
）



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

頂
平
田
　
釜
口

鷹
永
十
三
　
伊
勢
降

役
行
者
悲
母
事

寓
了

髄
12345678

役
行
者
俗
姓
ハ
賀
茂
氏
今
ハ
［
〓
∪
云

大
和
固
着
上
郡
人
也
智
深
ク
悟
同
価
凶

高
木
山
二
籠
居
四
十
年
石
室
ヲ
栖
ト
シ
テ

人
間
二
跡
ヲ
削
り
藤
ノ
皮
ヲ
衣
ト
シ
松
ノ

葉
ヲ
食
ト
ス
渾
キ
泉
二
心
ヲ
ア
ラ
回
孔

雀
明
王
ノ
紳
兄
ヲ
諦
霊
験
ヲ
顕
シ
五
色

ノ
雲
二
乗
シ
テ
仙
宮
二
通
シ
人
ナ
リ
後
こ
ハ

鬼
神
ヲ
ツ
カ
ヒ
水
ヲ
汲
々
薪
ヲ
コ
ラ
ス



9

オ
1
1

23456789

ウ
1
1

2345

葛
木
下
大
峯
ト
ニ
橋
ヲ
ワ
タ
サ
ム
同
風
∪

ヒ

ト

コ

ト

ヌ

シ

ノ

　

　

ロ

フ

一
言
主
神
二
勅
ス
時
カ
タ
キ
由
辞
回
田

ト
モ
責
伏
ス
既
二
大
石
ヲ
送
り
調
テ
夜
中
ロ

ワ
タ
シ
染
ム
此
紳
形
見
ミ
ク
ル
シ
ケ
レ
ハ
恥
テ

ヒ
ル
ハ
サ
テ
置
テ
夜
々
ツ
タ
サ
ン
ト
云

役
云
何
ソ
恥
カ
ア
ル
へ
キ
其
義
ナ
ラ
バ
橋
モ

ナ
ワ
タ
シ
ソ
ト
テ
紳
兇
ヲ
講
シ
心
終
回
∪

テ
紳
ヲ
シ
ハ
リ
カ
＼
回
谷
ノ
底
ニ
ナ
ケ
入
ヌ

屈
原
ノ
宮
二
天
下
ヲ
治
サ
メ
給
シ
カ
ハ
二
言
主
区

画
宮
人
二
付
テ
託
宣
シ
ケ
ル
ハ
役
行
者
ト

云
聖
リ
謀
ヲ
廻
シ
テ
囲
ヲ
傾
ケ
王
閻
且
奪

ト
ス
ト
蔑
奏
ス
　
勅
使
ヲ
ツ
カ
バ
サ
レ
テ
圏

者
ヲ
ト
ラ
ヱ
ン
ト
ス
ル
ニ
　
空
ヲ
飛
テ
逃
去
リ

ヌ
サ
テ
ア
ル
へ
キ
ニ
非
ス
ト
テ
其
ノ
身
同
開
田
二

行
者
ノ
母
ヲ
カ
ラ
ム

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

6
　
優
婆
塞
思
フ
様
我
レ
ハ
逃
ル
ト
云
ヘ
ト
モ
母
儀

7
　
ウ
キ
目
ヲ
見
ル
　
イ
カ
、
ハ
セ
ム

8
　
木
ハ
地
ヨ
リ
生
シ
テ
還
テ
地
ヲ
カ
サ
リ

9
　
雲
ハ
山
ヨ
リ
起
テ
還
テ
山
ヲ
覆
フ

1
0
　
サ
レ
ハ



「
役
行
者
悲
母
事
」
解
説

宇
都
宮
啓
吾

本
資
料
は
唐
招
提
寺
に
於
い
て
古
経
番
号
「
一
三
三
」
と
し
て
蔵
さ
れ
る
片
仮
名
文
資
料
二
階
で
あ
る
。

外
題
は
表
紙
左
肩
に
「
役
行
者
悲
母
事
」
と
墨
書
の
う
ち
つ
け
書
き
が
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
右
肩
に
は
細
字
で
「
頂
平
田
釜
口
」
「
應
永
十

三
伊
勢
降
」
の
注
記
が
二
行
に
あ
る
が
、
そ
の
記
述
内
容
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
外
題
下
に
は
本
文
と
同
筆
で
「
写
了
」
と
墨
苦

れ
て
い
る
。
表
紙
・
本
文
の
料
紙
は
共
紙
の
楕
打
紙
で
、
見
返
し
も
共
紙
。
本
文
は
見
返
し
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
「
役
行
者
俗
姓
ハ
賀
茂
氏
」

と
書
き
出
し
て
い
る
。
装
丁
は
研
形
粘
葉
装
。
但
し
、
糊
離
れ
と
な
っ
て
い
る
。
縦
が
H
・
4
彗
横
が
9
・
8
等
一
面
9
行
、
一
行
1
8

字
前
後
、
尾
欠
（
帖
首
二
計
一
紙
の
み
）
の
懐
中
本
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
示
し
た
片
仮
名
字
体
表
や
本
文
の
筆
致
、
ま
た
、
表
紙
右
肩
の
「
應
永
十
三
伊
勢
降
」
と
い
う
注
記
か
ら
本
書
は
室
町
時
代
初
期
、

應
永
十
三
年
（
旭
塑
頃
の
書
写
と
考
え
ら
れ
る
。

内
容
は
、
役
行
者
が
鬼
神
を
使
役
し
て
葛
城
山
と
大
峰
山
と
の
間
に
橋
を
渡
そ
う
と
し
て
一
言
主
神
を
苦
役
し
た
た
め
に
そ
の
誓
に
あ

っ
て
朝
廷
に
捕
ら
え
ら
れ
た
話
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
次
に
本
書
と
の
対
照
を
示
す
よ
う
に
、
「
元
亨
釈
書
」
と
近
い
よ
う
で
あ
る
。

【
「
元
亨
釈
書
」
】

役
小
角
者
。
賀
茂
役
公
氏
今
之
高
賀
茂
者
也
。
和
州
葛
木
上
群
蔀
原
村
人
。
小
敏
悟
博
学
兼
郷
彿
乗
。
年
三
十
二
乗
家
入
幕
木
山
。
居

巌
窟
者
三
十
徐
歳
。
藤
悪
衣
松
果
充
食
。
持
孔
雀
明
王
呪
駕
五
色
雲
優
遊
仙
府
。
駆
逐
鬼
神
以
烏
使
令
。
日
域
置
修
歴
殆
偏
。
一

日
告
山
神
日
。
自
葛
木
嶺
瑛
金
峯
山
。
其
間
危
峻
錐
苦
行
者
猶
或
難
。
汝
等
架
石
橋
通
行
路
。
衆
神
受
命
夜
夜
運
芭
石
督
管
構
。
小
角

珂
神
申
。
何
不
早
成
。
封
日
。
葛
城
峰
二
言
主
神
其
形
甚
醜
。
難
重
役
待
夜
出
。
以
故
遅
耳
。
小
角
促
＝
苧
王
。
二
言
主
不
肯
。
小
角

窓
呪
縛
繋
之
深
谷
。
二
言
主
託
宮
人
日
。
我
是
管
逆
冠
之
神
也
。
窺
見
役
小
角
漕
窺
国
家
。
不
急
治
殆
乎
危
。
宮
人
以
聞
。
文
武
帝
下

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

勅
召
小
角
。
小
角
騰
空
飛
去
。
不
得
追
捕
。
官
吏
設
計
略
収
其
母
。
小
角
不
得
巳
自
乗
就
囚
。

【
「
役
行
者
悲
母
事
」
】
　
（
句
点
・
「
」
は
稿
者
が
補
っ
た
。
）

役
行
者
俗
姓
ハ
賀
茂
氏
。
今
ハ
［
〓
］
云
大
和
囲
葛
上
郡
人
也
。
智
深
ク
悟
同
鳳
凶
。
葛
木
山
二
籠
居
四
十
年
。
石
室
ヲ
栖
ト
シ
テ
人

間
二
跡
ヲ
則
り
藤
ノ
皮
ヲ
衣
ト
シ
松
ノ
葉
ヲ
食
ト
ス
。
浮
キ
泉
二
心
ヲ
ア
ラ
回
孔
雀
明
王
ノ
紳
兇
ヲ
諦
霊
験
ヲ
顧
シ
五
色
ノ
雲
二
乗
シ

テ
仙
宮
二
道
シ
人
ナ
リ
。
後
ニ
ハ
鬼
神
ヲ
ツ
カ
ヒ
水
ヲ
汲
々
薪
ヲ
コ
ラ
ス
。
高
木
ト
大
峯
ト
こ
橋
ヲ
ワ
タ
サ
ム
阿
凰
□
∃
舅
ノ
紳
ニ

ロ
フ勅
ス
時
カ
タ
キ
由
辞
回
田
ト
モ
責
伏
ス
。
既
二
大
石
ヲ
送
り
調
テ
夜
中
ロ
ヮ
タ
シ
染
ム
。
此
紳
形
見
ミ
ク
ル
シ
ケ
レ
ハ
恥
テ
ヒ
ル
ハ

サ
テ
置
テ
夜
々
ワ
タ
サ
ン
ト
云
。
役
云
「
何
ソ
恥
カ
ア
ル
ヘ
キ
。
其
義
ナ
ラ
バ
橋
モ
ナ
ワ
タ
シ
ソ
。
」
ト
テ
紳
兇
ヲ
詞
シ
心
繹
同
∪
テ
紳

ヲ
シ
ハ
リ
カ
＼
回
谷
ノ
底
ニ
ナ
ケ
入
ヌ
。
藤
原
ノ
宮
二
天
下
ヲ
治
サ
メ
給
シ
カ
ハ
三
里
王
区
画
宮
人
二
付
テ
託
宣
シ
ケ
ル
ハ
「
役
行
者

ト
云
聖
リ
謀
ヲ
廻
シ
テ
園
ヲ
傾
ケ
王
閥
凶
奪
ト
ス
。
」
ト
謡
奏
ス
。
勅
使
ヲ
ツ
カ
バ
サ
レ
テ
閻
者
ヲ
ト
ラ
ヱ
ン
ト
ス
ル
こ
空
ヲ
飛
テ
逃

去
リ
ヌ
。
サ
テ
ア
ル
へ
キ
こ
非
ス
ト
テ
其
ノ
身
岡
田
二
行
者
ノ
母
ヲ
カ
ラ
ム
。
優
婆
塞
思
フ
様
「
我
レ
ハ
逃
ル
ト
云
ヘ
ト
モ
母
儀
ウ

キ
冒
ヲ
見
ル
イ
カ
＼
ハ
セ
ム
。
木
ハ
地
ヨ
リ
生
シ
テ
還
テ
地
ヲ
カ
サ
リ
雲
ハ
山
ヨ
リ
起
テ
還
テ
山
ヲ
覆
フ
。
サ
レ
ハ

但
し
、
本
書
は
朝
廷
が
役
行
者
を
捕
ら
え
る
た
め
に
そ
の
母
を
摘
め
た
部
分
か
ら
以
降
が
詳
細
と
な
っ
て
い
る
が
、
途
中
か
ら
欠
失
し
て

い
る
た
め
に
具
体
的
内
容
は
未
詳
で
あ
る
。
外
題
か
ら
推
察
し
て
母
を
巡
る
物
語
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
私
衆
百
因
縁
集
」
に
は
「
父

母
菩
提
の
た
め
に
千
の
石
の
卒
塔
婆
を
造
っ
て
供
養
す
る
」
話
（
行
者
誓
テ
日
ク
。
我
父
母
囚
獄
ノ
恩
報
セ
ン
カ
鵠
メ
こ
恭
敬
供
養
ス
千
ノ
石
塔

ヲ
。
）
　
や
「
母
を
鉢
に
の
せ
て
共
に
新
羅
へ
飛
び
移
る
」
詰
（
行
者
ノ
母
自
尊
悲
シ
ム
恩
愛
ノ
別
ヲ
。
行
者
モ
親
子
ノ
別
離
離
レ
思
コ
ト
無
二
鵠
方
4
難
二
見

捨
一
母
ヲ
乗
レ
鉢
二
奉
プ
。
我
身
居
二
軍
座
一
萬
里
ノ
波
浪
ヲ
被
レ
移
二
新
羅
朝
二
㌧
リ
。
）
　
が
存
し
、
こ
う
い
っ
た
類
話
が
本
書
の
後
半
に
存
し
た
か
と
も
考

え
ら
れ
る
。
但
し
、
本
文
が
「
サ
レ
バ
」
　
（
行
頭
）
　
で
終
わ
っ
て
お
り
、
単
純
な
欠
矢
と
は
考
え
難
く
、
〝
書
き
さ
し
″
乃
至
は
先
の
「
取
鷹

俗
母
線
」
　
の
如
く
、
〝
即
興
的
説
法
″
を
導
く
為
の
意
図
的
な
　
〝
完
結
″
　
か
と
も
窺
わ
れ
る
が
明
確
に
し
難
い
。



【
仮
名
字
体
表
】

ン ワ ‾フ ヤ マ ヽノ ナ タ サ カ ア

レ

レ

「ノ
‾フ ▼ヽノ

ナ メ 」7 Lァア

lT．
シ ヰ lTりノ

、－、
ヒ ニ チ シ キ イ

1－1′．

三 ⊂ 二 t L
L

与
－
チ

4

レノ ユ ム フ ヌ ツ ス ク ウ

L°．l

．t

ム フ

っ
ノ

ス ノヽ ス

入

り
／
‾ヮ

符畳 ヱ レ メ へ ネ テ セ ケ エ

′4

ヵ

・、
ハ

ネ し （ ‾了 せ

．

ん
′

ヶ

ヲ ロ ヨ モ ホ ノ ト ソ コ オ

シ ノ ヽ ソ フ

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説

三
〇
九



＊

（
表
紙
）
　
己
巳
小
折
口
□
□
□

＊
　
「
己
巳
」
は
或
い
は
「
己
上
」
　
か
。
解
説
及
び
そ
の
注
（
1
）
参
照

唐
土
　
　
井
方
壷
草
餅
事

桃
華
因
縁三

月
三
日

＼

㍉
⊥

＼

2345

＊

セ

ウ

フ

漢
朝
二
或
樵
天
候
ケ
ル
カ

キ

コ

リ

＼
恵
三
取
二
薪
ヲ
一
＼
大
山
プ
リ
候

＊
マ
ヨ
イ
　
　
　
　
イ
ツ

＼
諒
二
道
二
迷
ヒ
テ
何
ク

ト
モ
無
ク
、
が
行
候
程
二

浦
ハ
タ
ニ
＼
ナ
ッ
ト
出
候

＊
　
「
樵
」
は
原
本
「
准
…
」
　
に
作
る
。
以
下
同
様

＊
　
「
へ
」
　
は
　
「
こ
」
　
に
重
苦

＊
「
迷
ヒ
」
上
か
ら
な
ぞ
る
。
以
下
同
様
の
箇
所
多
数
あ
り
、
一
々
注

せ
ず

〉

　

　

　

　

　

　

ノ

胴
？
　
＼
オ
思
議
思
ヲ
ナ
ス
虞
こ

＼唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説

三
二
五



鎌
　
倉234

＼オ
オ
l

へ
J
 
O
 
t

＼

2345

＼ウ

ウ

1

り
J
 
O
ノ
ー

＼

2345

＼

ウ

オ

1

1

　

り

J

＼

2

時

代

語

研

究

＼
訂
ノ
奥
ヨ
リ
＼
証
流

ミ
ツ

出
タ
リ
＼
正
河
ノ
水
こ

桃
ノ
花
多
ク
浮
ミ
ケ
リ

＼
或
乏
ヲ
哀
シ
畢
ヌ

＼
女
水
ヲ
飲
ミ
候
よ
ハ
後
ハ

＼
正
テ
食
ス
ル
事
モ
よ
…
㌢

＼
オ
こ
ヒ
タ
ル
キ
事
無
シ

＼
倉
樵
夫
思
候
様
ハ

諒
ノ
花
ハ
去
タ
ル
諒
山
二

無
キ
物
ヲ
　
＼
十
カ
ニ
モ

≠
ト

此
奥
二
里
ア
ル
ラ
シ
ト

＊

＼
恵
テ
尋
章
行
候
ホ
ト
ニ

コ
へ

犬
ノ
崎
ユ
ル
聾
へ

間
へ
ケ
リ
　
＼
声
レ
ハ
コ
ソ

里
ハ
有
レ
ト
思
二
道
ヲ

＊
英
字
抹
消
か



3

45

＼オ

ウ

1

1

　

4

J

＼

23456

ヽ
、
／ォ
オ
l

戯
引

‘
ヽ

234
56

＼
㍉
ル
へ
ニ
テ
＼
オ
候
ホ
ト
ニ

肇
輿
ナ
ッ
ト
＼
正
家
壷
ル

粥
ヨ
リ
＼
心
女
出
邸
ア
＼
オ
様

＼
オ
ニ
ト
ソ
＼
彿
分
ハ
来
り

給
フ
ソ
＼
正
虞
ハ
仙
家
ナ
リ

＼
正
郎
ニ
テ
ハ
＼
オ
ル

事
窄
堅
＼
細
事
カ

ア
リ
ツ
ル
ト
申
ス
ニ
＼
止
血

影
ヨ
リ

川
ナ
カ
レ
出
テ
＼
巌
ツ
ル
ニ

よ
ハ
川
ノ
ナ
カ
レ
ノ
＼
嶽
バ
タ

ー
試
刃
＼
料
ノ
花
ノ
有
リ
ツ
ル

ヲ
＼
巌
テ
食
テ
候
ツ
ル

＼
ナ
リ
上
申
＼
す
テ
ハ

＼
㍉
レ
コ
ソ
＼
証
薬
ニ
テ

＊
「
不
思
」
の
右
傍
、
抹
消
か
、
或
い
は
某
字
重
苦
か
、
未
詳

＊
「
不
」
の
左
右
に
大
き
な
傍
点
あ
り
、
或
い
は
「
不
」
の
草
書
「
ふ
」

の
左
右
画
「
い
」
を
、
な
ぞ
る
意
味
で
加
筆
し
た
も
の
か
。
「
不
」

左
下
に
も
小
点
あ
り
、
未
詳

1

1

1

，

′

′

＊
　
「
シ
テ
」
は
「
テ
」
　
に
重
書

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説



鎌
　
倉

＼㍉

・

－

＼

2345

＼オ
オ
l

、
リ
ー
．
つ
し

＼

2345

＼

ウ
ウ
l

O
′
一
r
コ

＼

234

＼
オ

オ

1

．
．
．
ィ
、
h
．

＼

時

代

語

研

究

候
へ
＼
正
仙
家
二
乗
ル

道
理
ナ
リ
　
＼
嶽
二
犬
ノ

吼
ル
ハ
何
ニ
ト
カ
ふ
心
フ

ナ
ニ

＼
正
犬
ハ
轡
王
ト
＼
オ
シ
＼

テ

王
習
二
　
仙
術
ヲ
一
ふ
ロ
セ
ニ

シ
玉
フ

仙
薬
ヲ
、
服
　
之
、
仙
人
ト

成
テ
此
虞
ニ
＼
オ
リ

よ
ハ
薬
リ
ヲ
酎
タ
ル
＼
オ
ウ
ス

＼
圭
ネ
ヲ
墾
ネ
ア
リ
＼
〆
ル

＼
ズ
ト
＼
料
ト
＼
心
ノ
法
ヲ

得
テ
＼
正
虞
㌍

ト
申
ス
＊
＼
正
男
カ

ホ

ヽ
レ
ニ
ハ
二
三
日
上
　
程
ト

＼
正
仙
家
二
止
住
ス
ラ

思
フ
虞
二
㌔
仙
も
山
男
ニ

＊
某
字
抹
消
し
て
　
「
フ
」
　
に
訂
す
。
「
フ
」
　
の
意
義
未
詳

＊
合
点
二
重
に
附
す



23

45

ヽウ

ウ

1

4
　
6

＼

2345

＼

オ
オ
l

L
ヽ
U
　
1
1
・
・

＼

2↓
J

45

＼

ウ
ウ
l

l
D
．
－

＼

申
ス
椙
＼
恵
掃
リ
タ
ク
ハ

＊

1

シ

カ

ヘ

ル

可
蹄
之
由
当
＼
オ
シ
ケ
ル
よ
ト
ニ

ヨ
シ

＼
正
男
顛
覿
＼
オ
郷
二
一
由

＼
オ
へ
候
＼
如
墾
＼
藩
チ
こ

マ
カ
セ
テ
＼
オ
ヘ
リ
　
候

程
こ
走
塁
ニ
カ
ヘ
リ

付
ヌ
＼
オ
ノ
郷
里
ハ

ス
　
ミ
ヘ
＊
因
圏
　
　
　
　
ヲ

更
二
不
見
、
尋
二
老
人
、

ト
ヒ間
二
事
ノ
子
細
ヲ
一
候
こ＊

無
二
子
細
一
＼
料
菅
里
㍗

＼
オ
其
跡
ハ
無
シ
＼
立
入
二
山
二
一

年
暦
ヲ
＼
料
候
へ
ハ
＼
五
百

余
歳
こ
ナ
ル
よ
ハ
桃
花
ノ

花
ヲ
取
テ
＼
倉
シ
ケ
ル

⊥
二
月
⊥
二
日
二
昔
ル
ナ
リ

＊
1
傍
訓
「
シ
」
　
マ
マ
　
＊
2
返
点
マ
マ

＊
左
傍
に
小
点
あ
り
、
未
詳

＊
「
尋
」
右
傍
、
塗
抹
か
、
或
い
は
某
字
重
苦
か
、
未
詳

＊
　
「
ト
」
は
「
ノ
」
に
重
書

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説



鎌
　
倉2345

＼

オ

オ

1

6

9

U

＼

2345

＼

ウ
ウ
ー

ハ
h
U
 
O
O

＼

2↓
J

45

＼

オ
オ
ー

ー

1

′

　

O

L

＼

時
　
代
　
語
　
研
　
究

テ

＼
正
テ
以
二
此
因
縁
ヲ
一

⊥
二
月
三
日
ニ
＼
料
花
ヲ

賞
ス
ル
ナ
リ
ふ
疋
仙

薬
ナ
リ

、
嶽
文
帝
ノ
＼
彿
時
＼
料
水
ノ

＊

宛
ト
云
事
有
り
＼
首
水

ト
テ
此
巴
字
ノ
＼
嶽
こ

∞

　

　

　

　

カ

ハ

マ
カ
リ
タ
ル
河
ナ
カ
レ

＊
　
「
宛
」
　
マ
マ

キ
⇒
ノ

＼
正
川
二
蓋
浮
メ
テ
夕
日
ノ

桃
ノ
花
ヲ
＼
ノ
ム
事
ヲ

＊
ラ
レ被
二
始
一
［
回
田
＼
心
事
ヲ

註
王
廟
御
詞
ニ

ソ
フ

ふ
心
二
親
文
ヲ
姦
風
流
ヲ
一

ト
ハ
ア
ソ
ハ
サ
レ
テ
候

司
ケ
ン
　
こ
　
□
ロ
コ
へ
キ
コ
ユ

崎
犬
花
二
吼
馨
聞
ニ

三
三
〇

＊
　
「
ラ
レ
」
　
の
「
レ
」
　
の
右
傍
に
更
に
「
レ
」
あ
り



234

5

＼ウ

ウ

1

－
1
　
ハ
u
リ
、

＼

2345

が
ォ
1

侶
用

2345

紅
桃
之
浦
ニ
ー
ト
申
ス

此
事
也

＼
巌
武
帝
第
九
＼
都
武

卜

皇
帝
＼
彿
時
東
方
朔

云
者
有
り
＼
画
王
母
力

桃
⊥
二
千
年
こ
＼
一
度

ナ
ル
ヲ
⊥
一
度
ヒ
食
シ

タ
リ
ト
云
ヘ
リ

＼
立
方
壷
餅
事

＼
正
方
壷
草
ハ
＼
藩
莱
＼
オ
丈こ

＼
疲
軋
⊥
二
嶋
ノ
中
二
＼
オ
長

有
ル
草
ナ
リ
＼
オ
仙
屈
ニ

ア
ル
草
ヲ
以
テ
＼
㌦
ク

餅
ナ
レ
ハ
方
壷
餅
ト

鵠
1
　
ト
申
ス
ナ
リ
或
ハ

＊

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説

＊
　
「
ト
」
重
複
、
マ
マ



鎌
　
倉2345

が
ォ
1

岱
H

2
↓
J

45

の
ウ
1

d
H

2345

＼

オ
オ
0
2
1

1　1
＼

時

代

語

研

究

＼
藩
莱
二
墾
多
シ
＼
正
又

仙
薬
ナ
レ
ハ
＼
恵
子
餅
ト

云
＼
〆
＼
＼
オ
コ
餅
ト
大
義

習
シ
タ
リ
＼
正
ぎ
璽

草
ハ
＼
盆
銀
ヲ
＼
オ
取
タ
ル

草
ナ
リ
⊥
化
ハ
金
ネ
＼
蔚
ハ

銀
ネ
ナ
リ
　
＼
す
レ
ハ
＼
粛
詩
こ
モ

三
壷
二
雲
浮
フ
眼
コ
七

万
里
之
外
二
渡
ル
酎
ス
バ

此
事
ナ
リ
＼
嶽
ノ
中
二

＼
正
三
ノ
嶋
ノ
候
ナ
ル
カ

土
等
三
ッ
＼
恵
へ
タ
ル

ヵ
様
二
見
へ
候
ナ
リ

オ
テ
⊥
ニ
壷
ト
ハ
申
候
軟

＼
正
章
ヲ
以
テ
餅
ヲ
＼
ゾ
キ
テ

＊
右
傍
「
ト
」
は
重
苦
か
、
或
い
は
抹
消
か

＊
　
「
方
」
は
「
者
」
　
に
重
苦



23

45

＼ウ
巾
ノ

O

2

1

1
　
1

＼

2345

＼ォ
ォ
l

l
 
H
J

l

 

l

＼

2

食
ス
ル
モ
＼
料
ノ
花
ヲ
用
ヒテ

候
モ
＼
オ
躍
漠
朝
、
ノ
以
三

風
儀
ヲ
、
＼
ゴ
朝
二
賞

翫
候
ナ
リ

用
草
餅
事
＼
オ
ノシ

ク

塞
王
ノ
極
テ
腹
悪

郁
訳
二
諒
臣
草
餅カ

＊

薬
ト
云
事
方
事
ヲ
ハ

王
ニ
ハ
不
奉
知
一
知
臣

＊

l

　

　

　

　

　

　

　

　

＊

2

ヤ
マ
ウ
タ
リ
ケ
ル
ロ
ア
リ

後
世
入
官
知
用
之
也

＊
「
以
」
と
「
朝
」
左
下
返
点
マ
マ
、
術
か
。
そ
の
下
の
「
以
」
の
返

点
「
三
」
も
マ
マ

＊
　
「
云
」
の
抹
消
か
。
下
の
「
事
」
　
マ
マ

＊
1
料
紙
折
目
近
く
に
墨
筆
あ
り
、
文
字
か
汚
れ
か
未
詳

＊
2
「
ル
」
の
下
部
に
斜
線
あ
り
、
未
詳
。
そ
の
下
も
破
損
の
た
め
未

詳
、
或
い
は
某
字
の
抹
消
と
も
見
え
る

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

三
三
四

「
桃
華
因
縁
」
解
説

山
　
本
　
秀
　
人

一
、
書
誌
の
概
要
と
本
文
に
つ
い
て

本
書
は
、
粘
葉
装
の
小
型
析
型
本
の
一
帖
で
あ
る
。
奥
書
は
存
し
な
い
が
、
仮
名
字
体
（
仮
名
字
体
表
参
照
）
や
全
体
の
書
き
ぶ
り
よ
り
、

室
町
初
期
頃
の
書
写
と
見
ら
れ
る
。
表
紙
中
央
に
外
題
「
桃
華
因
縁
」
を
記
す
が
、
そ
の
右
上
に
「
唐
土
」
、
右
下
に
「
井
方
壷
草
餅
事
」
、

（
？
）
（
？
）

左
下
に
「
三
月
三
日
」
と
附
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
表
紙
右
端
に
は
、
別
筆
と
見
ら
れ
る
書
入
れ
「
己
巳
小
折
口
□
□
□
」
が
存
す
る
が
意

（1）

義
未
詳
で
あ
り
、
下
四
字
（
カ
）
は
解
読
不
能
で
、
「
己
巳
」
も
存
疑
で
あ
る
。
内
題
、
尾
題
は
存
し
な
い
。
全
料
紙
糊
離
れ
と
な
っ
て
お
り
、

左
右
頁
が
分
離
し
て
し
ま
っ
た
料
紙
も
あ
り
、
全
体
が
錯
簡
と
な
っ
て
い
る
（
影
印
は
現
状
の
ま
ま
と
し
、
翻
刻
は
本
来
の
順
序
に
直
し
て
い
る
）
。

そ
の
ほ
か
の
書
誌
項
目
を
掲
げ
る
　
（
一
部
重
複
）
。

粘
葉
装
（
糊
離
レ
、
錯
簡
）
、
楕
打
紙
、
共
紙
表
紙
、
無
界
、
一
頁
五
行
、
片
仮
名
交
リ
文
、
縦
九
・
八
糎
、
横
一
〇
・
〇
糎
、
一
四
紙

本
書
の
内
容
は
、
三
月
三
日
の
桃
の
節
句
の
起
源
を
、
桃
花
源
の
伝
承
に
結
び
付
け
た
説
話
を
本
体
と
し
、
そ
の
後
に
桃
の
節
句
の
行
事

に
関
わ
っ
て
、
「
又
方
壷
餅
事
」
を
附
加
し
て
い
る
。
本
体
部
分
も
そ
の
末
尾
に
は
、
曲
水
の
宴
の
起
源
な
ど
が
桃
花
源
説
話
と
は
別
に
添
え

ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
本
文
の
全
体
に
亙
っ
て
、
句
毎
に
合
点
が
附
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
屡
く
本
文
の
字
句
が
な
ぞ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
書
が
実

際
の
唱
導
の
場
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
な
お
、
な
ぞ
っ
た
筆
は
、
元
の
本
文
の
筆
と
は
或
い
は
別
筆
か
と
も
見

え
る
が
判
然
と
し
な
い
。
傍
訓
の
中
に
は
、
明
ら
か
に
本
文
を
な
ぞ
っ
た
際
に
施
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
ま
た
合
点
よ
り
後
に
施
さ
れ
た
こ

（2）

と
が
明
ら
か
な
傍
訓
も
あ
る
。



【
仮
名
字
体
表
】

ン ワ ‾フ ヤ マノヽ ナ タ サ カ ア

ン り ‾っ
／
⊥
ァ ノー

ヽ

ヽ

lノ

Lr

ナ カ
ナノ

サ カ

ヤ

ア

lT，シ
ヰ ＝ソ 、－、 ヒ ニ

チ シ キ イ

）ノ I
・．，

Lr こ
こ
レレ ニ チ

L

L

キィl
、．・l

イ

レノ ユ ム フヌ ツ ス ク ウ

しー ユ ム ↓ノ
久 可

ヅ

ス ク わ

しヮ

符畳 ヱ レ メ へ ネ テ セ ケ エ

4
／
、

一こ

ノ
し

し 入 へ イ♂ ‾丁
ノ
せ ケ エ

ヲ ロ ヨ モ ホ ノ ト ソ コ オ

ラ

ろ
ノ

lつ コノ
音
レ
t

ふ ノ ヽ

ヽ

1

・l・・．

∽ノ コ

本
書
に
つ
い
て
は
既
に
、
文
学
研
究
の
立
場
か
ら
、
岡
見
正
雄
氏
に
よ
る
紹
介
が
あ
り
、
全
文
の
翻
刻
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
国

語
学
研
究
の
資
料
に
供
す
る
立
場
か
ら
は
翻
刻
し
直
す
要
が
あ
り
、
こ
こ
に
改
め
て
、
影
印
と
共
に
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
次
第
で
あ
る
。

本
書
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
右
岡
見
氏
論
考
に
お
い
て
、
和
漢
朗
詠
集
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
黒
田
彰
氏
は
、

（4）

本
書
の
説
話
が
和
漢
朗
詠
集
の
注
釈
書
に
基
い
て
い
る
こ
と
を
、
詳
細
な
検
討
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
和
漢

（5）

朗
詠
集
の
注
釈
の
中
で
も
、
院
政
期
成
立
の
見
聞
系
和
漢
朗
詠
注
と
の
関
係
が
深
い
と
さ
れ
る
。
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
こ
れ

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

に
出
づ
る
も
の
は
無
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
従
っ
て
そ
の
対
応
の
一
端
を
掲
げ
て
お
く
。

ク

ワ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

玉

フ

然
二
犬
ノ
吼
ル
ハ
何
ニ
ト
カ
思
フ
　
此
犬
ハ
准
王
ト
申
シ
、
王
習
二
仙
術
ヲ
去
ロ
セ
こ
仙
薬
ヲ
一
服
　
之
、
仙
人
ト
成
テ
此
虞
二
有
り
　
其
薬
リ
ヲ

ツ

キ

　

　

　

ナ

ニ

径
タ
ル
臼
ウ
ス
キ
ネ
ヲ
轡
ネ
ア
リ
タ
ル
犬
ト
鶏
ト
仙
ノ
法
ヲ
得
テ
此
虞
㌍
ト
申
ス
（
4
ウ
2
～
5
ウ
2
）

ク

ワ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

テ

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ

ヌ

ニ

　

　

　

ツ

キ

タ

ル

ウ

ス

キ

ネ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ネ

フ

リ

准
南
ノ
王
劉
安
卜
云
シ
人
、
好
仙
」
仙
薬
ヲ
合
せ
春
テ
服
テ
、
昇
天
。
其
薬
春
　
臼
杵
ノ
有
シ
ヲ
、
犬
鶏
ナ
ン
ト
ノ
舐
ク
リ
シ
カ
、

タ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

　

　

こ

　

　

リ

　

ク

ト

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

6

）

皆
得
仙
－
天
二
昇
リ
シ
也
。
漢
書
二
云
、
犬
吠
天
上
」
　
鶏
鳴
二
雲
中
一
云
ヘ
リ
。
（
国
会
図
書
館
本
和
漢
朗
詠
注
四
「
漢
帝
竜
顔
」
注
一
八
四
頁
）

二
、
国
語
学
的
価
値
に
つ
い
て

本
書
を
国
語
学
資
料
と
し
て
見
た
場
合
、
使
用
語
彙
の
中
で
、
「
ヒ
ダ
ル
シ
」
「
フ
ッ
ト
」
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

「
ヒ
ダ
ル
シ
」
　
は
、
ひ
も
じ
い
と
い
う
意
の
形
容
詞
で
あ
り
、

且
テ
食
ス
ル
事
モ
無
㌢
更
ニ
ヒ
タ
ル
キ
事
無
シ
（
2
オ
4
）

の
一
例
が
見
ら
れ
る
。
「
ひ
だ
る
し
」
　
の
女
房
詞
「
ひ
文
字
」
を
活
用
さ
せ
て
形
容
詞
「
ひ
も
じ
い
」
が
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
ひ

（7）

だ
る
し
」
　
の
古
い
例
と
し
て
は
、
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
成
立
の
古
今
著
聞
集
の
、

こ
の
一
両
日
食
物
た
え
て
、
術
な
く
ひ
だ
る
く
候
ま
～
に
　
（
巻
十
二
・
億
盗
三
五
〇
頁
）

が
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
る
最
古
例
の
よ
う
で
あ
る
。
次
い
で
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
成
立
の
名
語
記
に
も
、
語
幹
の
「
ヒ
ダ
ル
」
が
、

食
事
ヲ
ネ
カ
フ
ヲ
ヒ
タ
ル
ト
ナ
ッ
ク
如
何
　
ホ
シ
ツ
カ
レ
ル
ノ
反
ハ
ヒ
タ
ル
也
（
巻
八
1
3
0
ウ
）

の
如
く
見
ら
れ
る
。

本
書
の
例
は
、
書
写
年
代
に
よ
れ
ば
室
町
初
期
頃
の
用
例
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
本
書
の
文
章
の
口
頭
語
的
性
格
を
も
示
す
も

の
と
し
て
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

「
フ
ッ
ト
」
は
次
の
二
例
が
見
ら
れ
る
。



マ
ヨ
イ

道
二
迷
ヒ
テ
何
ク
ト
モ
無
ク
分
行
候
程
二
浦
ハ
タ
こ
フ
ッ
ト
出
候
（
1
オ
5
）

迦

　

堵

道
ヲ
シ
ル
ヘ
ニ
テ
行
候
ホ
ト
ニ
不
二
思
、
フ
ッ
ト
仙
家
二
至
ル
（
3
オ
4
）

い
ず
れ
も
、
不
意
に
、
思
い
掛
け
ず
と
い
う
意
の
副
詞
で
あ
り
、
現
代
語
の
「
ふ
と
」
や
「
ふ
っ
と
」
　
に
該
当
す
る
一
種
の
擬
態
語
か
と
見

（8）

ら
れ
る
。

「
ふ
っ
と
」
は
中
古
和
文
以
来
、
例
が
存
し
、
そ
の
用
法
は
必
ず
し
も
一
通
り
で
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
解
釈
の
一
定
し
て
い
な
い
例
も

少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
書
の
用
法
に
近
い
か
と
思
わ
れ
る
例
と
し
て
は
、
（9）

義
時
ト
云
時
正
ガ
子
ヲ
バ
奏
聞
シ
テ
、
又
フ
ッ
ト
上
席
ニ
ナ
シ
テ
　
（
愚
管
抄
巻
六
・
順
徳
三
〇
四
頁
）

（10）

ナ
イ
事
カ
フ
ッ
ト
テ
キ
　
（
出
来
）
　
タ
心
ソ
　
（
史
記
抄
巻
十
一
3
5
オ
）

「〓」

な
ど
が
掲
げ
ら
れ
よ
う
。
今
昔
物
語
集
に
も
「
フ
ッ
ト
」
が
存
す
る
が
、
い
ず
れ
の
例
も
、

縄
ナ
ト
ノ
切
ル
、
様
こ
フ
ッ
ト
切
ル
、
マ
、
ニ
（
巻
二
十
三
第
二
十
三
）

頸
ヲ
フ
ッ
ト
昨
切
落
シ
テ
　
（
巻
二
十
七
第
十
三
）

な
ど
の
よ
う
に
、
プ
ツ
ツ
リ
切
る
様
子
を
表
す
擬
態
語
か
と
見
ら
れ
、
本
書
の
用
法
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。
今
昔
物
語
集
の
「
フ
ッ
ト
」

に
つ
い
て
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
　
五
』
補
注
（
山
田
忠
雄
）
に
お
い
て
、
や
は
り
今
昔
物
語
集
に
見
ら
れ
る
「
ツ
フ
ト
（
ツ

ブ
ト
）
」
と
関
連
付
け
て
、
完
全
に
、
十
分
に
の
意
と
考
え
ら
れ
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
て
若
干
言
及
す
れ
ば
、
「
つ
ぶ
と
」
「
ふ
っ
と
」
は
共
通
す
る
点
が
多
く
、
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
は
、
既
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
、
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
の
次
条
で
あ
る
　
（
割
注
は
《
　
》
に
括
っ
て
記
す
）
。

所
都
《
弘
云
旦
胡
又
…
ミ
（
平
）
ヤ
（
平
）
ヒ
（
上
濁
）
カ
（
平
）
ナ
リ
詩
　
ナ
（
平
）
ラ
（
平
）
へ
（
上
）
リ
（
平
）
巽
　
ス
（
上
）
へ
（
平
濁
）
テ
　
ツ
（
平
）
フ
（
上
濁
）
ニ
彦
　
真

云
コ
（
上
）
ト
（
上
）
、
（
平
濁
）
＼
（
平
）
ク
ニ
　
玉
抄
云
オ
ク
　
ツ
フ
ト
　
フ
ッ
ト
　
ス
ヘ
テ
　
ミ
ナ
　
ナ
カ
ク
　
ア
ッ
ク
》
（
一
七
九
頁
）

「
都
」
の
和
訓
と
し
て
、
「
ス
ベ
テ
」
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ニ
」
「
ミ
ナ
」
な
ど
と
共
に
、
「
ツ
ブ
ニ
」
「
ツ
フ
ト
（
ツ
ブ
ト
）
」
「
フ
ッ
ト
」
が
掲
げ
ら

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説

三
三
七



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
八

れ
て
い
る
。
「
都
」
に
「
ツ
ブ
ト
」
「
フ
ッ
ト
」
が
附
訓
さ
れ
た
例
は
訓
点
資
料
に
も
見
ら
れ
、
仁
和
寺
蔵
医
心
方
院
政
期
点
の
次
拓
が
指
摘

さ
れ
る
。て

　

　

を

　

　

て

ツ

フ

ト

ス

ル

に

括
苦
】
酒
．
…
取
都
消
．
乃
止
（
巻
十
3
4
オ
）

フ

ツ

ト

　

　

は

酒
・
都
・
消
止
　
（
巻
十
1
9
ウ
）

ス

へ

て

壬

　

　

カ

と

房
室
・
都
絶
之
為
上
．
（
巻
一
2
6
オ
）

フ
ツ
ト

初
め
の
二
例
は
、
こ
こ
に
附
訓
さ
れ
て
い
る
「
ツ
ブ
ト
」
と
「
フ
ッ
ト
」
と
の
意
味
が
極
め
て
近
く
、
最
後
の
例
は
、
そ
れ
が
ま
た
「
ス
ベ

テ
」
に
近
い
意
で
あ
る
こ
と
を
良
く
示
し
て
い
る
。

和
文
に
お
い
て
も
、
「
ふ
っ
と
」
「
つ
ぶ
と
」
は
共
に
、
す
っ
か
り
、
総
て
、
全
く
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
下
に
打
消

を
伴
う
例
（
次
掲
の
内
△
印
を
附
し
た
も
の
）
が
概
し
て
多
い
よ
う
で
あ
る
。

「
ふ
っ
と
」

（12）

△
涙
の
ふ
っ
と
い
（
出
）
て
こ
ぬ
い
と
は
し
た
な
き
　
（
能
困
本
枕
草
子
〓
≡
段
）
（13）

△
御
屏
風
の
つ
ら
に
ひ
（
引
）
き
つ
け
ら
れ
て
ふ
っ
と
う
こ
（
動
）
き
も
せ
す
（
大
鏡
・
伊
努
）

「
つ
ぶ
と
」

は
と
（
程
）
へ
（
経
）
ぬ
れ
は
い
ろ
（
色
）
と
も
の
つ
ふ
と
わ
す
（
忘
）
れ
侍
り
に
け
る
よ
　
（
大
鏡
・
道
長
）

二
條
の
大
路
の
つ
ふ
と
け
ふ
り
（
煙
）
み
ち
た
り
し
さ
ま
こ
そ
　
（
大
鏡
・
道
長
）

（14）

△
そ
の
く
る
ま
（
車
）
に
の
（
乗
）
り
け
む
は
と
（
程
）
を
お
も
ひ
い
（
出
）
つ
る
に
つ
ふ
と
お
は
（
覚
）
え
す
（
成
尋
阿
闇
梨
母
集
・
七
二
番
歌
詞
書
）

但
し
、
大
鏡
の
「
つ
ぶ
と
」
　
に
は
、

御
て
（
手
）
つ
か
ら
つ
ふ
と
ぬ
（
縫
）
ひ
い
れ
さ
せ
給
へ
り
け
る
を
（
大
鏡
・
公
季
）

の
よ
う
に
、
針
を
プ
ツ
ッ
と
刺
す
様
を
表
す
例
も
存
す
る
。



（15）

打
消
を
伴
う
「
ふ
っ
と
」
「
つ
ぶ
と
」
は
、
仏
教
説
話
の
宇
治
拾
遺
物
語
、
打
開
集
、
今
昔
物
語
集
に
も
見
ら
れ
る
。

「
ふ
っ
と
」

門
に
人
ら
ん
と
す
る
に
、
た
ぎ
り
湯
を
画
に
か
く
る
や
う
に
お
ぼ
え
て
、
ふ
っ
と
え
入
ら
ず
（
宇
治
拾
遺
物
語
＝
九
貢
）

「
ツ
ブ
ト
」

ツ
フ
ト
申
ヘ
キ
事
ニ
モ
不
候
サ
ナ
リ
（
打
開
集
4
ウ
4
）

顔
ヲ
ツ
フ
ト
不
見
当
怪
キ
ニ
（
今
昔
物
語
集
巻
二
十
七
第
三
十
八
）

ほ
か
、
同
用
法
の
「
フ
ッ
ト
」
が
、
明
恵
関
係
片
仮
名
文
資
料
の
却
療
忘
記
（
文
麿
二
年
（
…
二
五
）
写
本
）
、
光
言
句
義
釈
聴
集
記
（
正
元

（16）

元
年
（
一
二
五
九
）
校
本
）
に
も
見
ら
れ
る
。

日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
五
』
補
注
で
は
、
従
来
種
々
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
今
昔
物
語
集
の
「
ツ
フ
ト
（
ツ
ブ
ト
）
」
に
つ
い

て
い
ず
れ
も
、
完
全
に
、
十
分
に
の
意
と
考
え
ら
れ
る
と
し
、
上
掲
大
鏡
の
針
を
刺
す
様
を
表
す
例
な
ど
も
そ
れ
に
収
赦
さ
れ
る
と
し
で
い

る
。
「
ふ
っ
と
」
「
つ
ぶ
と
」
に
関
連
す
る
語
と
し
て
は
、
他
に
「
ふ
つ
ふ
つ
と
」
「
つ
ぷ
っ
ぷ
と
」
な
ど
も
存
在
し
、
そ
れ
ら
も
併
せ
て
検
討

し
て
行
く
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
以
上
の
よ
う
に
概
観
す
る
と
、
本
書
の
「
フ
ツ
I
は
、
「
つ
ぶ
と
」
と
同
様
に
用
い
ら
れ
る
、
す
っ
か
。
、

全
く
の
意
の
「
ふ
っ
と
」
と
は
別
物
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
（
右
補
注
も
「
フ
ト
」
の
意
の
「
フ
ッ
ト
」
は
別
物
と
す
る
。
因
み

（17）

に
「
つ
ぶ
と
」
に
は
不
意
に
の
意
の
例
は
見
出
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
）
。
尤
も
、
い
ず
れ
に
属
す
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
例

も
あ
り
、
と
も
か
く
も
本
書
の
「
フ
ッ
ト
」
は
、
「
ふ
っ
と
」
「
つ
ぶ
と
」
の
語
誌
の
上
で
、
「
ふ
っ
と
」
の
一
用
法
の
例
を
提
供
す
る
も
の
と

な
る
。
ま
た
こ
の
「
フ
ッ
ト
」
は
、
本
書
の
口
頭
語
的
性
格
の
〓
堀
を
示
す
も
の
と
も
見
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
の
語
詞
の
ほ
か
、
国
語
学
上
、
特
に
注
目
さ
れ
る
点
と
し
て
は
、
濁
点
の
使
用
も
指
摘
さ
れ
る
。

ネ
ア
リ
タ
ル
（
5
オ
4
）
　
　
マ
が
リ
タ
ル
（
8
オ
4
）

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
章
二
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
〇

の
二
例
の
み
で
あ
る
が
、
仮
名
右
肩
に
圏
点
双
点
∞
が
施
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
、
声
調
標
示
機
能
は
有
せ
ず
、
濁
音
標
示
機
能
の
み
の

も
の
で
あ
る
。
片
仮
名
文
本
文
の
仮
名
に
濁
音
標
示
の
双
点
が
施
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
延
慶
本
平
家
物
語
（
延
慶
二
（
一
三
〇
九
）
・

三
年
書
写
本
奥
書
）
に
、

ア
誹
く
（
鮮
々
）
ト
シ
テ
（
一
末
欝
）
　
コ
㌘
霊
染
紙
）
ノ
侍
ニ
（
一
本
冒
）

指
モ
誼
等
㍉
（
三
末
6
ウ
）

な
ど
の
例
の
見
ら
れ
る
こ
と
が
思
い
合
せ
ら
れ
る
。
単
点
と
併
用
さ
れ
て
い
る
例
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
も
濁
音
を
卓
立
す
る
た
め
に
施
さ
れ

（18）

た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
位
置
よ
り
、
声
調
標
示
機
能
を
依
然
と
し
て
有
し
て
い
る
例
と
見
ら
れ
る
。
濁
音
標
示
の
複
点
の
施
さ
れ
て

い
る
片
仮
名
文
・
平
仮
名
文
資
料
で
、
そ
の
全
例
が
声
調
標
示
機
能
を
持
た
ず
、
濁
音
標
示
の
み
で
あ
る
も
の
、
即
ち
純
然
た
る
濁
点
で
あ

（19）

る
も
の
は
、
従
来
よ
り
、
世
阿
弥
自
筆
の
能
本
（
応
永
二
十
年
二
四
一
三
）
～
正
長
二
年
（
一
四
二
九
）
書
写
）
が
、
そ
の
最
初
期
の
も
の
と
し

（20）

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
片
仮
名
右
肩
に
、
現
在
の
濁
点
と
同
形
の
双
点
“
が
施
さ
れ
て
い
る
。

（21）

濁
点
の
成
立
や
起
源
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
先
学
が
あ
り
、
近
年
、
沼
本
克
明
博
士
は
、
そ
れ
ら
を
踏
え
た
上
で
、
新
資
料
と

（22）

新
見
と
を
加
え
た
論
考
を
公
に
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
濁
声
点
の
濁
音
卓
立
標
示
は
一
四
〇
〇
年
代
以
前
に
生
じ
、
声
調
標
示
弛
緩
・

放
棄
、
即
ち
濁
点
化
は
一
四
〇
〇
年
代
前
半
期
、
右
側
移
行
は
一
四
〇
〇
年
代
後
半
期
に
始
ま
り
以
後
増
加
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

逸
早
く
仮
名
右
側
に
濁
点
が
施
さ
れ
て
い
る
世
阿
弥
能
本
は
、
節
博
士
の
使
用
と
共
に
、
声
明
に
お
け
る
方
法
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
さ

れ
る
。本
書
の
濁
点
は
僅
か
二
例
で
あ
り
、
書
写
の
正
確
な
年
紀
も
未
詳
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
濁
点
を
仮
名
右
側
に
施
し
た
相
当
に
早

い
例
と
し
て
注
目
に
価
し
よ
う
。



注
（1）

（2）（3）（4）（5）

へ

6

㌧

（

7

）

（

8

）

（

9

）

（

1

0

）

M服的
（12）

（13）

上
二
字
が
「
己
巳
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
「
小
柳
」
の
直
下
二
字
も
同
様
か
と
も
見
え
る
。
「
析
」
は
あ
る
い
は
「
椒
」
か
と
も
見
え
る
。
『
唐
招
提

寺
古
経
選
』
解
題
で
は
「
巳
上
小
研
令
食
」
と
し
　
（
本
稿
翻
刻
で
「
小
研
」
の
下
四
字
か
と
見
た
所
を
二
字
と
見
る
）
、
後
掲
岡
見
正
雄
注
（
3
）
論

考
も
同
様
と
す
る
が
、
少
く
と
も
末
尾
の
「
令
食
」
に
は
疑
問
が
残
る
。
も
し
上
二
字
が
本
稿
翻
刻
の
通
り
「
己
巳
」
で
あ
り
、
年
号
を
表
す
と
す

れ
ば
、
室
町
初
期
前
後
で
該
当
し
得
る
の
は
、
元
中
六
年
（
一
三
八
九
）
、
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
、
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
）
で
あ
る
。

以
下
、
本
書
の
挙
例
に
際
し
て
は
、
合
点
は
省
略
す
る
。

岡
見
正
雄
「
小
さ
な
説
話
本
－
寺
庵
の
文
学
・
桃
撃
因
縁
－
」
　
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
五
十
四
巻
第
五
号
、
昭
和
五
十
二
年
五
月
）
。

黒
田
彰
「
『
桃
華
因
緑
』
続
君
－
注
釈
か
ら
説
革
へ
ー
」
　
（
「
国
文
学
」
　
（
関
西
大
学
）
第
六
十
号
、
平
成
元
年
一
月
、
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
　
統
』

平
成
七
年
四
月
に
所
収
）
。
な
お
、
同
論
考
に
も
全
文
の
翻
刻
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
岡
見
氏
翻
刻
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。

黒
田
彰
『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境
』
　
（
昭
和
六
十
二
年
十
月
）
　
四
五
一
貫
、
伊
藤
正
義
・
黒
田
彰
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
　
第
二
巻
上
』

（
平
成
六
年
一
月
）
　
参
照
。

注
（
5
）
　
『
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
　
第
二
巻
上
』
所
収
翻
刻
に
よ
る
。
な
お
桃
花
源
説
話
の
大
部
分
は
同
本
一
「
春
来
」
注
（
七
二
頁
）
、
曲

水
の
宴
は
同
本
一
「
春
ノ
暮
月
」
注
　
（
七
三
頁
）
　
の
記
事
に
基
い
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
に
よ
る
。

本
書
の
「
フ
ッ
ト
」
の
「
ツ
」
は
促
音
を
表
す
可
能
性
も
あ
る
が
、
以
下
、
他
文
献
の
例
も
含
め
て
、
こ
の
点
は
不
問
と
し
て
お
く
。
な
お
本
書

に
は
、
他
に
促
音
を
表
す
表
記
は
、
「
ツ
」
表
記
、
無
表
記
等
、
い
ず
れ
も
存
し
な
い
。
後
掲
注
（
1
7
）
も
参
照
。

一
二
二
〇
年
代
成
立
。
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
に
よ
る
。

史
記
抄
は
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
成
立
、
『
抄
物
資
料
集
成
』
所
収
内
閣
文
庫
本
に
よ
る
。
四
河
入
海
は
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
成
立
、
同

所
収
書
陵
部
本
に
よ
る
。

巻
二
十
七
は
鈴
鹿
本
、
巻
二
十
三
は
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
（
底
本
東
大
本
乙
本
）
　
に
よ
る
。

田
中
重
太
郎
『
校
本
枕
冊
子
』
　
に
よ
る
。

秋
葉
安
太
郎
『
大
鏡
の
研
究
　
上
巻
本
文
篇
』
所
収
近
衛
家
旧
蔵
三
巻
本
翻
刻
に
よ
る
。

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
1
4
）
　
延
久
五
年
（
一
〇
七
三
）
頃
成
立
。
『
私
家
集
大
成
　
中
古
H
』
所
収
に
よ
る
。

（
1
5
）
　
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
に
よ
る
。

（
1
6
）
　
小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」
特
輯
号
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
）
、
『
明
恵
上
人
資
料
　
第
二
』
（
高

山
寺
資
料
叢
書
、
昭
和
五
十
三
年
三
月
）
所
収
各
影
印
参
照
。

（
1
7
）
　
日
葡
辞
書
（
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
に
よ
る
）
　
に
は
、

F
u
t
苫
t
〇
．
フ
ッ
ト
　
副
詞
。
根
も
と
か
ら
ば
っ
さ
り
と
切
る
さ
ま
、
ま
た
は
、
き
っ
ぱ
り
と
返
答
す
る
さ
ま
。

F
u
t
t
雲
t
（
）
．
フ
ッ
ツ
ト
　
副
詞
。
全
面
的
に
。
例
、
F
u
t
t
c
u
t
O
i
j
q
i
t
t
a
・
き
っ
ぱ
り
と
否
と
言
っ
た
。
（
以
下
略
）

F
u
t
〇
．
フ
ト
　
F
u
t
t
O
に
同
じ
。
副
詞
。
俄
か
に
、
あ
る
い
は
、
思
い
が
け
も
な
く
。

F
u
t
t
O
．
フ
ッ
ト
　
副
詞
。
俄
か
に
、
あ
る
い
は
、
思
い
が
け
な
く
。

と
あ
り
、
「
F
u
t
雲
t
O
（
フ
ッ
ト
）
」
「
F
u
t
t
雲
t
O
（
フ
ッ
ツ
ト
）
」
が
す
っ
か
り
等
の
意
の
「
ふ
っ
と
」
に
該
当
し
、
不
意
に
の
意
の
「
ふ
っ
と
」
は
、

「
F
u
t
O
（
フ
ト
）
」
と
同
じ
と
す
る
「
F
u
t
t
O
（
フ
ッ
ト
）
」
が
こ
れ
に
該
当
し
て
お
り
、
両
者
が
別
系
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
な
お
「
ツ

ブ
ト
」
　
に
つ
い
て
は
、

N
z
u
b
u
t
〇
．
ヅ
ブ
ト
　
F
u
t
雲
t
O
に
同
じ
。
副
詞
。
す
っ
か
り
・
全
面
的
に
。
（
例
文
略
）
下
の
語
。

と
あ
る
　
（
「
下
」
は
「
声
」
　
（
＝
然
m
O
）
　
で
下
の
国
々
を
い
う
）
。

（
1
8
）
　
明
恵
関
係
片
仮
名
文
資
料
の
却
療
忘
記
、
光
言
句
義
釈
聴
集
記
な
ど
に
お
い
て
、
擬
態
語
や
口
頭
語
的
性
格
の
語
を
中
心
に
、
濁
声
点
を
含
む
声

点
が
屡
く
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
　
（
小
林
芳
規
注
（
1
6
）
論
考
）
。

（
1
9
）
　
近
年
、
表
章
監
修
・
月
曜
会
編
『
世
阿
弥
自
筆
能
本
集
　
影
印
篇
・
校
訂
篇
』
（
岩
波
書
店
、
平
成
九
年
四
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

（
2
0
）
　
応
永
二
十
年
書
写
「
難
波
梅
」
に
は
㌃
見
ら
れ
る
。

（
2
1
）
　
星
加
宗
一
「
濁
点
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
九
巻
第
十
二
号
、
昭
和
七
年
十
二
月
）
、
築
島
裕
「
濁
点
の
起
源
」
（
「
東
京
大
学

人
文
科
学
科
紀
要
」
第
三
十
三
韓
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
）
、
小
松
英
雄
『
日
本
声
調
史
論
考
』
（
昭
和
四
十
六
年
四
月
）
、
秋
永
一
枝
『
古
今
和
歌

集
声
点
本
の
研
究
　
研
究
篇
下
』
　
（
平
成
三
年
一
月
）
な
ど
。

（
㌶
）
＋
沼
本
克
明
「
濁
点
の
発
生
か
ら
定
着
ま
で
」
（
『
近
畿
地
方
の
古
寺
所
蔵
文
献
言
語
資
料
の
総
合
的
調
査
研
究
』
平
成
七
年
三
月
、
『
日
本
漢
字
音



の
歴
史
的
研
究
－
体
系
と
表
記
を
め
ぐ
っ
て
之
平
成
九
年
十
二
月
に
も
第
六
部
第
三
章
「
濁
音
符
の
発
生
と
定
着
の
歴
史
」
の
第
四
節
「
濁
声
点
か
ら
濁
点

へ
」
と
し
て
所
収
）
。

唐
招
提
寺
蔵
片
仮
名
文
説
話
三
種
　
影
印
・
翻
刻
並
に
解
説




